




 
 
 
 
 





 
 

防火管理者は、防火管理上必要な業務を適切に遂行することができる管理的又は監督的な地位にある方

で、防火管理に関する知識及び技能の専門家としての資格を有していることが必要です。

その資格は、防火管理講習※修了者又は防火管理者として必要な学識経験を有すると認められる者（消防

法施行令第３条第１項第１号ロ、ハ及び消防法施行規則第２条に定める者）に付与されます。

※ 甲種防火管理者の資格は２日間、乙種防火管理者の資格は１日の講習を修了することで取得できます。

選任する防火対象物（建物）は、用途や規模に応じて甲種防火対象物と乙種防火対象物

に分けられ、選任できる防火管理者の資格も、甲種と乙種の２種類があります。

＜防火対象物（建物）の区分と建物の防火管理者の資格区分＞

＜テナントの防火管理者の資格区分＞

用 途

特定用途の防火対象物

非特定用途の防火対象物６ 項ロの施設

が入っている

防火対象物

左記以外の防火対象物

防火対象物全体の
１０人以上 ３０人以上 ５０人以上

すべて ３００㎡以上 ３００㎡未満 ５００㎡以上 ５００㎡未満

 
 

防火対象物区分 甲種防火対象物 甲種防火対象物 乙種防火対象物 甲種防火対象物 乙種防火対象物

資 格 区 分 甲種防火管理者 甲種防火管理者
甲種又は乙種
防火管理者

甲種防火管理者
甲種又は乙種
防火管理者

 

区 分 甲種防火対象物のテナント
乙種防火対象物

のテナント

テナント部分

の 用 途

特 定 用 途
非特定用途 すべて

６ 項ロ 左記以外

テナント部分

の収容人員
１０人以上 １０人未満 ３０人以上 ３０人未満 ５０人以上 ５０人未満 すべて

 
 

資 格 区 分
甲種

防火管理者
甲種又は乙種
防火管理者

甲種
防火管理者

甲種又は乙種
防火管理者

甲種
防火管理者

甲種又は乙種
防火管理者

甲種又は乙種
防火管理者

 

＜防火管理講習＞

東京消防庁では、年間を通じて講習を行っています。詳細は裏表紙の案内をご参照ください。

※注意 東京消防庁管内で防火管理者になる予定の方のみ受講申請できます。

＜必要な学識経験を有すると認められる者＞

安全管理者、防火対象物点検資格者、危険物保安監督者、一級建築士などで、一定の条件を

満たす方。詳しくは管轄の消防署にご相談ください。

↓建物の防火管理者は、次の資格が必要です。↓ 

テナントの防火管理者は、次のように判定します。 

↓テナントの防火管理者は、次の資格が必要です。↓ 

 
始めに、建物が甲種か乙種のどちらになるのかを判断した後、

建物やテナントに必要な防火管理者の資格区分を判断します。 

 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 
 





 地震、大雨、強風等に伴う災害（風水害）、大規模テロ等に伴う

災害、防火対象物内での受傷事故等が発生した場合に、人的、物的

被害を最小限にとどめるための対策を講じます。

風水害対策

台風や局地的な大雨による浸水等の被害に備え、ハザードマップ等に

より危険実態を把握します。

浸水の危険がある場合は、止水板や土のう等を準備します。

大規模テロ等に伴う災害対策

大規模テロ等に係る警報等が発令された場合等の自衛消防活動要領を定

めます。

防火対象物内での受傷事故対策

受傷者又は急病人の救命処置を主眼とした活動を行います。

地震、大雨等の発生時の自衛消防対策

火災が発生した時の自衛消防隊の基本的な活動要領及び消防用設

備の取扱いや地震発生時の対応要領を、動画で解説しています。法定

訓練にも活用できます。動画を視聴後、勤務先の建物に設置してある

消防用設備等の場所や避難経路を実際に確認してください。

 
電子学習室メニューページの「事業所の皆様へ」から

見たい動画をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 




